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５ 研究課題の背景 
 自動車同士の衝突については豊富な衝突実験データを元にした交通事故解析手法の知見

が存在するが、自動車と路上工作物の衝突についての国内の既存の調査研究は少なく、解

析手法の知見は十分ではない。また、既存の知見の多くが必ずしも新しくないもので、最

近の路上工作物についての検討は不足する現状にある。一方、実際に自動車が工作物に衝

突するケースは、自動車の単独事故だけでなく自動車相互事故の前後に発生する場合も多

い。その際、決して十分ではない知見を活用して交通事故鑑定を実施している現状であり

、県警からも毎年継続して路上工作物と衝突した場合の解析手法の研究要望が寄せられて

いることから、当該研究を早急に実施する必要がある。 
 
６ 期待される成果・波及効果 
 本研究の成果により路上工作物と衝突した交通事故分析・鑑定の精度が向上する。その

結果として、以下の効果が期待できる。 
・ 裁判員制度に関連し、手法の科学的根拠を確立することで裁判員も納得しやすい正確

な情報が提示可能。 
・ 交通事故分析・鑑定業務に投入する人的資源の省力化。併せて、鑑定を含む捜査・公

判の効率化。 
・ 交通事故の被害者支援への貢献。 
・ 土木分野及び自動車開発分野における被害軽減手法の提言。 
 
７ 関連研究の国内外の状況 
 国内において、自動車製造会社としては、衝突時の車体構造の安全性が検討対象である



ことから、衝突対象としての路上工作物には研究が及ばない。一方、路上工作物製造会社

としては、安全基準の内容が路外逸脱防止など総合的であり、それらを満足するか否かと

いう点に検討が留まることから、衝突対象としての路上工作物には研究が及ばない。この

ような背景から、国内における事故解析の視点での既存の研究例は非常に少ない。一方、

海外においては、事故解析の視点で路上工作物の研究も行われているが、木製の電柱など

道路環境条件が我が国と異なる面があるため、直接的に活用可能な研究例は少ない。 
 
８ 予定している研究交流体制 
 防護柵等の道路構造物の接地について所管し関連研究を実施している国土交通省道路局

、国土総合研究所及び土木研究所と情報交換を密接に図りながら研究を実施する。また、

関連する民間企業である自動車製造会社及び道路構造物製造会社とも情報交換を図りなが

ら研究を実施する予定である。 
 


